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100号から20年、
議会とともにあゆむ議員

2022年 2月 200号



200号
（令和4年2月）

190号 180号 170号

託児コーナー

車いすスペースYouTube配信

160号 150号 140号 130号 120号 110号 100号
（平成14年2月）

創刊号
（昭和57年）

・
初
の
女
性
議
会
開
催　
　
　

・
市
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
始
ま
る

（
平
成
１３
年
）

・
市
議
会
だ
よ
り
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

（
平
成
１５
年
）

・
県
内
初
！
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

（
平
成
１８
年
）

・
議
員
定
数
２０
名
か
ら
１８
名
に（

平
成
１９
年
）

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置

 

（
平
成
２１
年
）

・
審
議
会
等
か
ら
議
員
へ
の
委
員
報
酬
辞
退

（
平
成
２２
年
）

・
議
員
定
数
１８
名
か
ら
１６
名
に

・
市
議
会
と
し
て
小
野
市
研
究
発
表
会
に

　
初
参
加　
　
　
　

  　
　

   

（
平
成
２３
年
）

・
本
会
議
傍
聴
時
の
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

を
導
入　
　
　
　
　
　

  　
（
平
成
２８
年
）

・
政
務
活
動
費
の
廃
止 

、

　
議
会
調
査
研
究
活
動
費
の
新
設（

平
成
29
年
）

・
傍
聴
者
が
議
会
で
の
一
般
質
問
等
に
つ
い

て
発
言
で
き
る
議
会
と
市
民
と
の
懇
話
会

始
ま
る　
　
　
　
　
　

  　
（
令
和
元
年
）

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会
設
置

・
新
議
場
へ
移
転

・
議
場
傍
聴
席
に
車
い
す
ス
ペ
ー
ス
、

ス
ロ
ー
プ
及
び
難
聴
者
用
磁
気
ル
ー
プ

ア
ン
テ
ナ
設
置    　
　

    

（
令
和
２
年
）

・
委
員
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
可
能
に

・
小
野
市
研
究
発
表
会
に
２
度
目
の
参
加

（
令
和
３
年
）

市議会のあゆみは
まだまだ続く…

　令和２年３月から新たに予算決算常任委員会を設置
それまでは？
　当初予算や決算については特別委員会等で審査・認定な
どを行っていた。また、補正予算については、各常任委員
会に分割付託し審査を行っていた。
なぜ常任委員会に？
　特別委員会は、特定の議題に期間限定で設置するのが原
則であり、恒常的に審査を行うものを特別委員会で審査す
ることは趣旨に合致していないといえる。また、行政実例
では「予算は不可分であって、委員会としての最終的審査
は一つの委員会において行うべく、二以上の委員会で分割
審査すべきものではない」とされているため。

　昭和５７年当時は議員２４名のうち女性が２名で、女性
比率は8.3％だった。その後、平成19年改選時には女
性議員がゼロとなったが、現在では、議員１６名のうち
女性が７名に増え、比率も４３．８％となった。
　１０月に行われた衆議院議員選挙後は、衆議院議員の女
性比率が９.７％となり、それまでの10.1％より下がるなか、
小野市議会は女性比率が高いということもあり、メディアに
よる取材も受けた。

４委員会　昭和５７年（創刊）当時
（総務、文教、民生保健、建設経済）

３委員会　昭和６０年～
（総務文教、民生保健、建設経済）

３委員会　平成１１年～
（総務文教、民生保健、地域振興）

２委員会　平成２３年～
（総務文教、民生地域）

３委員会　令和２年～
（総務文教、民生地域、 予算決算 ）

◆常任委員会数の変遷◆

○託児コーナーの開設

○手話通訳、要約筆記の導入

○YouTubeによる議会中継、録画配信

○傍聴席に車いすスペース、スロープ、
　難聴者用磁気ループアンテナ設置

◆傍聴しやすい仕組みづくり◆
ぜひ傍聴を！！

市
議
会
の
あ
ゆ
み

◆議員定数と女性割合の変化◆

②③



市 議 会 の あ ゆ み （続）

議会に関心を持ってもらえるよう、まずは手に取って
読まれる議会だよりを目指す！

　　≪主な改善点≫
　　　〇文字数を減らして余白をとる
　　　〇写真やイラストを効果的に
　　　〇２色刷りからフルカラー印刷に
　　　〇特集ページの作成、特集に連動した表紙に

◆市議会報の刷新◆

◆議員報酬の特例に関する条例◆

◆政務活動費から議会調査研究活動経費へ◆

制定　　平成２６年度から、議員が長期に渡り議員とし
ての職責を果たすことができない場合または住民
の信頼に反する行為をした場合に、議員報酬およ
び期末手当の支給について減額する特例を定めた。

改正　・平成３０年６月、  議員が辞職勧告決議を受けた場
　合、期末手当を減額することとした。

・令和３年６月、産前６週産後８週までの期間は
　報酬等を減額する期間から除外することとした。

政務活動費とは？ ・・・  政策の調査研究活動のため議員に支給される費用。
な ぜ 廃 止 に ？ ・・・  小野市は議員１人につき月２万円を支給し、毎月の領収書確認や年度末精算を行っていたが、

市民の視点から、使途や議会活動にもたらす効果が見えにくいなどの問題があると捉えたた
め。

現 在 は ？ ・・・  議会活動と位置付けた経費のみ市の一般会計から支出することとし、視察後は全議員参加の
報告会で情報共有を行い議員の調査研究活動に要する費用の透明性を確保している。

議会における調査研究活動のあり方を見直し、必要な経費を見定めた公金の支出
とした結果、経費の削減にもつながった。

平成２９年から政務活動費を廃止！議会調査研究活動経費を新設

【期末手当減額の算定】
（辞職勧告決議を受けた場合）
報酬月額×加算率×期末手当率×期間率
　　　　　⇒なし

※公務上の災害、感染症の罹患等議長が認める事由に
　ついては適用除外

議員活動ができない期間

９０日以下

９０日を超え１８０日以下

１８０日を超え３６５日以下

３６５日を超える

支給割合

１００分の１００

１００分の８０

１００分の７０

１００分の5０

～～～～～～～～～～

会
議
期
間
25
日
間

（
11
月
29
日
〜
12
月
23
日
）

12
月

定
例
会

市
長
提
出
議
案…

議
案
8
件

　
　
　
　
　
　
　
（
補
正
予
算
3
件
・
条
例
改
正
1
件
・
そ
の
他
4
件
）

児
童
生
徒
の
安
全
を
願
っ
て

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
登
下
校
で

き
る
よ
う
な
安
全
な
通
学
路
を
目
指
し

て
、
こ
れ
ま
で
か
ら
定
期
的
に
点
検
し

対
策
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年

6
月
に
千
葉
県
で
発
生
し
た
事
故
を
は

じ
め
、
全
国
的
に
通
学
路
に
関
係
す
る

事
故
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
警
察
等
関
係
機
関
と
合

同
で
市
内
全
域
の
点
検
を
行
い
、
対
策

内
容
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
20
か
所
対
策
を
早
期
に
進
め
、
子

ど
も
た
ち
を
事
故
か
ら
守
り
ま
す
。

よ
り
安
心
を
！

3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
始
ま
る

　
変
異
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
で
次
々
発
生
す
る
な
ど
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
す
る
に
は
時
間
が
必
要
で
す
。
変
異

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
一
旦
収
ま
り
か
け
て
い
た
感
染
者
数
が

増
加
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
2
回
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
場
合
で
も
、
時
間
が
経
つ
こ
と
で
、
感
染
予
防
の
効

果
が
弱
ま
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
行
い
ま
す
。
安
全
で
円
滑
に
接
種
が
行
え
る
よ
う
に
、
接

種
券
の
発
送
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
体
制
整
備
を

行
い
ま
す
。
加
え
て
、
個
別
接
種
を
行
う
医
療
機
関
と
の
委

託
料
や
集
団
接
種
会
場
で
の
医
師
や
看
護
師
等
の
報
償
費
な

ど
も
併
せ
て
予
算
化
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
安
全
安
心
を
守

り
ま
す
。

  

満
18
歳
以
上
の
2
回
目
接
種
が
完
了
し
た
方
で
、
追
加
接

種
時
期
を
迎
え
た
方
か
ら
順
次
接
種
券
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

予
約
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
が
便
利
で
す
。

所
得
制
限
撤
廃
、
10
万
円
を
現
金
で
一
括

支
給
　
約
8
，
8
0
0
人
が
対
象

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化

す
る
中
、
子
育
て
世
帯
の
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
支
給
対
象

　
①
令
和
3
年
9
月
分
の
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

　
　
る
方

　
②
令
和
3
年
9
月
30
日
に
お
い
て
高
校
生
注
1
を
養
育
す

　
　
る
方

　
③
令
和
3
年
10
月
1
日
以
後
令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で

　
　
に
出
生
し
た
児
童
の
父
母
な
ど

注
1　
15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
を
経

過
し
た
児
童
で
、
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者

◆
給
付
金
額

　
子
ど
も
一
人
当
た
り
10
万
円

◆
手
続
き
等

　
支
給
対
象
①
の
う
ち
公
務
員
、
②
③
の
方
は
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
。

※
申
請
手
続
き
の
必
要
の
な
い
方
に
は
、
12
月
28
日
に
振

込
さ
れ
て
い
ま
す
。

第433回審議議案の中から PICK UP!!審議議案の中から PICK UP!!

施工後イメージ

現在

④⑤

一般
会
計
補
正
予
算
第
６・７
号 （
議
案
第
61
号・62
号
）

一般
会
計
補
正
予
算
第
８
号 （
議
案
第
55
号
）常

任
委
員
会
審
査

常
任
委
員
会

調
査
報
告

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

12
月
定
例
会

議　
案　
審　
議

Ｗｅｂ予約も可
TEL 0794-70-8190
コールセンター

新型コロナウイルスワクチン

集団接種３回目
予約はこちら

☞予約は必ず接種券が
　お手元に届いてから～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

（一般質問は発言した議員が編集しました）

●一般質問とは……
　市政全般にわたり、執行機関（市長）に対し事務の執行状況や将来における政策方針等につい
　て議員が質問し、市長や部長等が答弁します。
　また、小野市では、市長から提出された議案についても一般質問することができます。
●質問テーマは?
　1 .  質問する内容は、議案とは関係なく議員個人が自由に決めています。
　2 .  議員個人が自分なりの問題意識を市政に問い、市の見解を求めます。
●質問の制限時間は?
　１人あたりの制限時間は40分です。（答弁は含みません）

　
《一般質問をスマホ・タブレットで視聴できます! 》
各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、
その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

ここが聞きたい　
一般質問!!

ここが聞きたい　
一般質問!!市民のみなさまの生活に

関わることについて、
10人の議員が
一般質問を行いました。

　

質
問
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ

ク
チ
ン
定
期
接
種
、
積
極
的
勧
奨
の
再
開

に
伴
い
、
情
報
提
供
と
中
学
校
と
の
連
携

に
つ
い
て

　

答
弁　
定
期
接
種
の
対
象
者
と
保
護
者
全

員
に
個
別
送
付
に
よ
る
情
報
提
供
。
多
感

な
思
春
期
の
時
期
を
鑑
み
、
よ
り
一
層
の

配
慮
を
加
え
る
予
定
。
約
10
年
前
か
ら
継

続
し
て
き
た
学
校
と
の
連
携
体
制
を
土
台

と
し
、
国
が
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
、
正
し
い
理
解
を
促
す
こ
と
や
、

想
定
さ
れ
る
様
々
な
事
項
に
つ
い
て
連
携

体
制
を
作
り
た
い
。　
　
　

  

（
市
当
局
）

　

質
問
　
流
産
や
死
産
を
経
験
し
た
女
性
等

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

答
弁　
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、
流

産
や
死
産
を
経
験
し
た
女
性
が
出
産
後
の

方
と
同
じ
場
所
で
ケ
ア
を
受
け
る
精
神
的

負
担
に
配
慮
し
、
今
年
度
か
ら
居
宅
訪
問

（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
）
型
の
形
態
を
追
加
。

当
事
者
の
方
々
へ
の
情
報
提
供
と
、
周
囲

の
方
々
や
市
民
に
向
け
て
温
か
い
理
解
と

支
援
の
気
持
ち
が
拡
が
る
よ
う
、
周
産
期

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
周
知
・
啓
発
に
取
り
組

む
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
市
当
局
）

　

質
問
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
社
会
的

認
知
度
の
向
上
に
つ
い
て

　

答
弁　
令
和
４
年
度
か
ら
の
３
年
間
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
「
社
会
的
認
知

度
の
向
上
集
中
取
組
期
間
」
を
契
機
に
小

野
市
い
じ
め
等
防
止
条
例
の
精
神
に
立
ち

返
り
、
取
り
組
む
。　
　
　
　
（
市
当
局
）

QRコード

村
本
洋
子
議
員
（
公
　
明
　
党
）

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
健
や
か
な
成
長
を
守
っ
て

Ｏ
Ｎ
Ｏ
ひ
ま
わ
り
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
に
発
信
し
や
す
い

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
検
討

答
弁

★全会一致で可決・同意した議案

補
正
予
算

令和３年度小野市一般会計補正予算（第８号）

令和３年度小野市一般会計補正予算（第６号）

令和３年度小野市一般会計補正予算（第７号）

※議案第55号は、議案第61号及び議案第62号が先に可決したため、補正番号等計数整理を行った。（6号→8号）
※議案第61号は、議案第55号に先駆けて可決したため、補正番号等計数整理を行った。（7号→6号）
※議案第62号は、議案第55号に先駆けて可決したため、補正番号等計数整理を行った。（8号→7号）

第55号

第61号

第62号

議案番号区分 議　　案　　名

条
例 小野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について第56号

そ
の
他

小野市一般廃棄物最終処分場の管理に係る指定管理者の指定について

土地の取得について

第57号

第58号

人
　
　
　 

事

第59号

第60号

小野市公平委員会委員の選任について
　小野市天神町　市橋 茂樹 氏

小野市固定資産評価審査委員会委員の選任について
　加西市山下町　　横山 英一 氏
　小野市久保木町　藤原 康博 氏

提出議案と審議結果提出議案と審議結果

一日も早く！ ～子育て世帯臨時特別給付金～

　令和3年12月末までに全て現金で届くよう、
急きょ日程を追加して審議しました。

　令和3年11月29日の定例会初日に、先行分の現金5万円を12月末まで
に支給する議案第61号を可決しました。その後、国が現金一括支給も問
題ないとするなど方針を転換したため、12月15日に本会議の日程を追加
し、所得制限をなくして12月末までに10万円を一括支給するための議案
第62号を可決しました。

一

般

質

問

議
会
と
市
民
懇
話
会

まずは知ってください

常
任
委
員
会

調
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査

常
任
委
員
会

調
査
報
告

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

12
月
定
例
会

議
　
案
　
審
　
議

12
月
定
例
会

議
　
案
　
審
　
議

⑥⑦

一

般

質

問

議
会
と
市
民
懇
話
会



各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。 各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

　

質
問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
日
常
生
活
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
人
々
の
心
に
豊
か
さ
を
も

た
ら
す
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
文
化
活
動
の
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
る
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
ア

ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
人
気
の
高
ま
り
を
分
か

り
や
す
い
例
に
、
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
文
化
ニ

ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
。
加
え
て
、
好

古
館
も
オ
ー
プ
ン
か
ら
31
年
が
経
過
し
、

ハ
ー
ド
面
の
修
繕
等
必
要
に
な
る
の
で
は
。

ス
ポ
ー
ツ
芸
術
文
化
活
動
拠
点
へ
の
投
資

に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　

答
弁　
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
文
化
活
動
が
子
ど

も
た
ち
の
健
全
な
育
成
や
、
安
全
安
心
で

心
豊
か
な
ま
ち
を
形
成
す
る
。
人
口
減
少
、

人
流
の
変
化
、
近
隣
施
設
の
動
向
、
財
政

状
況
等
を
勘
案
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
の
再
構
築
、
統
廃
合
を
し
て
い
く
。
具

体
的
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
大

池
総
合
公
園
の
施
設
や
、
浄
谷
野
球
場
の

再
構
築
。
県
下
で
は
比
較
的
若
い
世
代
が

多
い
小
野
市
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
浄

谷
黒
川
丘
陵
地
の
構
想
と
、
大
池
総
合
公

園
、
図
書
館
東
側
農
地
を
含
め
た
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
、
芸
術
文
化
の
拠
点
と
し
て

の
エ
ク
ラ
の
再
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
、
大
胆

な
発
想
で
小
野
市
の
新
し
い
時
代
を
描
い

て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
市
長
）

■
そ
の
他
の
質
問

・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て 

平
田
真
実
議
員
（
紡
ぐ
未
来
）

ス
ポ
ー
ツ
芸
術
文
化
に
投
資
を

図
書
館
東
側
も
含
め
大
き
な
視
点
で
再
構
築
し
た
い

答
弁

　

質
問
　
予
防
保
全
段
階
と
早
期
措
置
段
階

を
合
わ
せ
て
１
４
９
橋
の
今
後
の
補
修
の

進
め
方
は
。

　

答
弁　
令
和
３
年
３
月
時
点
の
最
新
点
検

結
果
で
は
、「
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
望

ま
し
い
状
態
」
が
１
６
６
橋
、「
早
期
に

措
置
を
講
ず
べ
き
状
態
」
が
15
橋
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
望
ま
し
い
状
態
」
の
１
６
６
橋
は

経
過
観
察
と
し
、「
早
期
に
措
置
を
講
ず

べ
き
状
態
」
の
15
橋
に
つ
い
て
、
７
橋
は

補
修
済
み
で
、
２
橋
は
国
、
県
で
対
応
、

６
橋
を
順
次
補
修
し
て
い
く
。（
市
当
局
）

　

質
問
　
補
修
工
法
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
工
法
で
施
工
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　

答
弁　
主
に
ひ
び
割
れ
の
修
復
や
、
橋
面

の
防
水
と
舗
装
の
打
ち
替
え
が
多
い
。

　
　
　
　

    　
（
市
当
局
）

　

質
問
　
道
路
の
新
設
や
社
会
情
勢
の
変
化

に
よ
り
交
通
流
動
も
変
化
し
て
い
る
。
現

在
の
交
通
量
で
補
修
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　
交
通
量
だ
け
で
判
断
は
で
き
な
い
。

法
定
点
検
と
通
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る

点
検
結
果
を
考
慮
し
な
が
ら
、
順
次
補
修

す
る
。　
　

 　
　
　
　
　

 　
（
市
当
局
）

喜
始
真
吾
議
員
（
紡
ぐ
未
来
）

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
つ
い
て

点
検
結
果
に
基
づ
き
、
順
次
補
修
に
着
手
す
る

答
弁

　

質
問
　
学
校
は
単
に
教
育
の
場
で
は
な
く
、

災
害
時
の
拠
点
で
あ
り
、
下
東
条
や
中
番

地
区
に
お
い
て
は
地
域
を
支
え
る
シ
ン
ボ

ル
で
も
あ
る
。
今
後
、
地
域
の
過
疎
化
が

進
ん
で
い
く
中
で
、
地
域
の
教
育
環
境
を

維
持
す
る
た
め
の
具
体
的
な
考
え
は
。

　

答
弁　
学
校
に
は
地
域
の
協
力
が
必
要
で
、

地
域
と
学
校
は
切
り
離
せ
な
い
関
係
。
国

の
流
れ
は
少
人
数
教
育
を
重
視
す
る
流
れ

に
な
っ
て
お
り
、
最
先
端
の
国
立
小
学
校

で
は
、
１
学
級
35
人
に
な
っ
た
ば
か
り
だ

が
30
人
に
し
て
い
く
と
い
う
情
報
も
あ
る
。

複
式
学
級
に
な
る
こ
と
は
、
先
生
の
配
置

に
関
わ
る
が
、
そ
の
負
担
を
市
が
行
っ
て

維
持
す
る
考
え
も
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
と
い
う
少
人
数
で
、

個
に
応
じ
た
教
育
方
法
も
あ
り
、
こ
れ
か

ら
は
今
ま
で
と
違
っ
た
方
法
で
、
少
人
数

学
校
を
守
る
方
法
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

  　
（
教
育
長
）

　

質
問
　
東
条
川
河
川
改
修
に
つ
い
て
完
成

を
ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
計
画
さ
れ
て
い

る
の
か
、
把
握
さ
れ
て
い
る
情
報
の
中
で

見
解
を
。

　

答
弁　
県
事
業
で
も
あ
り
、
国
の
示
す
河

川
整
備
方
針
は
20
〜
30
年
で
計
画
し
て
い

る
。
な
お
、
防
災
面
に
つ
い
て
は
、
市
は

局
地
的
豪
雨
等
に
対
す
る
防
災
・
減
災
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
河
川
改
修
が
確

実
な
安
全
を
保
障
す
る
も
の
で
な
い
た
め
、

自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
行
動
へ
の
取
組

が
重
要
で
あ
る
。　
　
　
　

  

（
市
当
局
）

久
後
淳
司
議
員
（
紡
ぐ
未
来
）

教
育
環
境
維
持
の
具
体
的
考
え
は
？

地
域
の
学
校
は
、
で
き
う
る
限
り
存
続
さ
せ
て
い
く

答
弁

　

質
問
　
全
国
的
に
平
成
14
年
を
ピ
ー
ク
に

犯
罪
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
小
野
市
に
お

い
て
も
同
様
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
人
口

千
人
当
た
り
の
犯
罪
件
数
は
全
国
平
均
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
全
国
平
均
を
さ
ら
に

下
回
る
べ
く
今
後
ど
の
よ
う
に
防
犯
を
行

っ
て
い
く
の
か
。

　

答
弁　
被
害
の
発
生
や
犯
行
手
口
等
に
関

す
る
情
報
を
警
察
等
の
関
係
機
関
と
共
有

す
る
。
ま
た
市
民
に
対
し
て
広
報
啓
発
活

動
や
早
期
の
相
談
対
応
に
よ
り
犯
罪
を
未

然
に
防
い
で
い
く
。　
　
　

  

（
市
当
局
）

　

質
問
　
防
犯
上
必
要
な
場
所
に
は
支
柱
付

き
の
防
犯
灯
や
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
を

望
む
が
当
局
の
考
え
は
。

　

答
弁　
防
犯
カ
メ
ラ
は
無
い
よ
り
あ
る
方

が
良
い
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
予
算
の
関

係
上
今
ま
で
の
ペ
ー
ス
で
年
に
１
、
２
台

ず
つ
新
設
し
て
い
く
。
防
犯
灯
は
自
治
会

の
申
請
を
受
け
て
設
置
し
て
い
る
が
、
防

犯
の
目
的
に
適
っ
て
い
な
い
場
所
が
あ
れ

ば
調
査
の
上
、
地
元
住
民
と
協
議
し
、
良

い
方
向
に
向
け
て
い
く
。　

  

（
市
当
局
）

　

質
問
　
市
と
自
治
会
で
防
犯
戦
略
の
共
有

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

答
弁　
具
体
的
な
共
有
は
し
て
い
な
い
。

生
活
安
全
条
例
の
基
本
理
念
は
、
市
、
警

察
、
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
は
第
一
に
、
住
民
が
自
主

自
立
の
精
神
を
も
っ
て
自
分
た
ち
の
町
は

自
分
た
ち
で
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　

  　
（
市
当
局
）

藤
原
貴
希
議
員
（
紡
ぐ
未
来
）

防
犯
灯
・
カ
メ
ラ
効
果
的
な
設
置
を

必
要
で
あ
れ
ば
調
査
の
上
、
自
治
会
と
協
議
対
応
す
る

答
弁
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質
問
　
市
内
の
公
共
交
通
網
に
つ
い
て
は
、

神
戸
電
鉄
、
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
、
神
姫
バ
ス
、

ら
ん
ら
ん
バ
ス
が
あ
る
が
、
加
え
て
、
交

通
政
策
と
し
て
見
過
ご
せ
な
い
の
は
、
タ

ク
シ
ー
事
業
で
あ
る
。
一
部
の
市
民
か
ら

は
、
ら
ん
ら
ん
バ
ス
に
つ
い
て
、
バ
ス
停

が
遠
く
歩
け
な
い
、
乗
り
慣
れ
な
い
と
時

刻
や
乗
り
継
ぎ
が
不
安
。
そ
れ
な
ら
タ
ク

シ
ー
が
気
楽
で
良
い
。
と
い
う
声
が
あ
る
。

思
い
立
っ
た
時
に
、
玄
関
か
ら
目
的
地
ま

で
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
。
し
か
し
最
近
は
、

乗
務
員
の
高
齢
化
や
退
職
に
よ
る
稼
働
台

数
の
減
少
で
、
タ
ク
シ
ー
の
姿
が
少
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
。
電
鉄
小
野
駅
に
も
待
機

タ
ク
シ
ー
の
姿
が
な
い
。
小
野
駅
に
降
り

立
つ
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
利
用
者
が

居
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
車
を

持
た
な
い
高
齢
者
や
ら
ん
ら
ん
バ
ス
を
使

い
に
く
い
高
齢
者
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ず

に
利
用
で
き
る
交
通
政
策
と
し
て
、
タ
ク

シ
ー
を
活
用
し
た
新
た
な
交
通
体
系
に
つ

い
て
当
局
の
考
え
を
問
う
。

　

答
弁
　
未
来
に
、
公
共
交
通
の
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
の
タ
ク
シ
ー
を
残
す
た
め
、

い
か
に
タ
ク
シ
ー
需
要
を
掘
り
起
こ
し
、

人
手
を
確
保
す
る
か
と
い
う
難
し
い
問
題

で
は
あ
る
が
、
ら
ん
ら
ん
バ
ス
を
補
完
す

る
新
た
な
交
通
政
策
の
仕
組
み
作
り
と
し

て
、
引
き
続
き
研
究
を
重
ね
て
い
く
。

　
　
　
　
　  

　
（
市
当
局
）

松
永
美
由
紀
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

新
た
な
交
通
政
策
に
つ
い
て

新
た
な
交
通
政
策
の
仕
組
み
作
り
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く

答
弁

　

質
問
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
、
10
年
が
経
過
す
る
。
小
野
市

も
自
治
会
単
位
で
の
共
同
購
入
や
戸
別
訪

問
啓
発
等
の
成
果
で
設
置
率
は
県
内
第
２

位
で
あ
る
が
、
点
検
や
交
換
が
急
務
と
な

っ
て
い
る
。

　
市
民
一
人
一
人
の
火
災
予
防
意
識
の
向

上
と
、
町
内
の
絆
を
深
め
る
た
め
に
も

『
①
自
治
会
で
の
デ
ー
タ
管
理
と
推
進
②

ス
テ
ッ
カ
ー
の
掲
示
（
デ
ザ
イ
ン
は
募
集
）

③
取
り
換
え
費
用
の
半
額
補
助
④
小
・
中

学
生
に
よ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
防
火

ポ
ス
タ
ー
の
募
集
＆
各
町
の
掲
示
板
を
は

じ
め
市
内
各
所
に
掲
示
⑤
小
野
市
住
宅
用

火
災
警
報
器
一
斉
点
検
日
の
設
定
』
を
提

案
す
る
。

　

答
弁
　
防
災
に
お
け
る
基
本
理
念
は
、
悲

観
的
に
準
備
し
楽
観
的
に
対
応
す
る
。
持

続
的
に
徹
底
し
て
や
り
続
け
る
、
し
続
け

る
こ
と
で
あ
る
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

法
的
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管

理
さ
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、

誰
が
設
置
し
て
誰
が
設
置
し
て
い
な
い
の

か
実
態
把
握
す
る
。
子
ど
も
達
に
は
啓
発

の
た
め
の
安
全
安
心
教
育
を
行
う
。
更
新

に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て
は
、
危
機
管
理

の
醸
成
こ
そ
が
真
の
目
的
で
あ
り
、
自
ら

を
も
っ
て
設
置
す
る
こ
と
が
自
立
し
た
社

会
を
目
指
す
た
め
の
投
資
で
あ
る
。

　
　  

　
（
市
長
）

■
そ
の
他
の
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
６
波
へ
の
対
応

　

に
つ
い
て

髙
坂
純
子
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
半
額
補
助
を
！

自
己
責
任
に
関
す
る
こ
と
は
自
ら
が
意
識
を
持
っ
て

答
弁

　

質
問
　
議
案
第
55
号
補
正
予
算
内
交
通
安

全
施
設
整
備
事
業
費
２
，
０
０
０
万
円
に

つ
い
て
詳
細
を
伺
う
。

　

答
弁
　
昨
今
の
全
国
各
地
で
の
通
学
路
に

お
け
る
痛
ま
し
い
事
故
が
後
を
絶
た
な
い

状
況
の
中
で
、
小
野
市
に
お
い
て
は
中
学

校
区
ご
と
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

通
学
路
の
合
同
点
検
を
10
月
に
す
べ
て
の

校
区
を
対
象
に
実
施
し
、
そ
の
結
果
危
険

箇
所
と
し
て
指
摘
の
あ
っ
た
24
箇
所
に
お

い
て
、
交
差
点
の
カ
ラ
ー
舗
装
や
警
戒
標

識
の
設
置
、
歩
道
溜
ま
り
部
へ
の
車
止
め

の
設
置
等
を
予
定
。
　
　
　  

（
市
当
局
）

　

質
問
　
今
回
は
内
容
に
含
ま
れ
て
い
な
い

が
、
通
学
路
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
つ
い

て
経
年
に
よ
る
劣
化
が
激
し
い
。
こ
の
修

繕
は
ど
う
か
。
ま
た
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の

必
要
性
に
つ
い
て
開
始
時
か
ら
の
研
究
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

答
弁
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
通
学
路
の
安
全
対
策
の
一
環
と
し

て
早
急
に
対
応
し
た
結
果
で
あ
る
。
箇
所

の
重
要
性
の
分
析
を
は
じ
め
、
必
要
な
箇

所
の
修
繕
に
つ
い
て
は
適
時
対
応
し
て
い

く
。
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
市
当
局
）

　

質
問
　
市
内
の
主
要
道
路
に
名
称
（
親
し

み
を
込
め
た
通
称
）
を
つ
け
る
こ
と
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　

答
弁
　
市
内
の
道
路
に
は
起
点
終
点
の
町

名
を
冠
し
た
名
が
す
で
に
あ
る
が
、
新
し

い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
道

路
名
に
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　  

　
（
市
長
）

河
島
三
奈
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

通
学
路
の
安
全
対
策
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
？

効
果
的
な
場
所
は
ど
こ
か
分
析
・
研
究
を
続
け
る

答
弁

児
童
・
生
徒
・
学
生
の
通
学
路
の

安
全
対
策

　

答
弁
　
地
元
住
民
か
ら
の
要
望
等
に
基
づ

き
、
効
果
的
な
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
確
保
に
お
け
る
最
も
効
果

的
な
方
法
は
、
歩
道
と
車
道
を
分
離
す
る

歩
道
整
備
だ
が
、
用
地
買
収
や
大
規
模
工

事
は
、
多
く
の
時
間
と
事
業
費
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
国
庫
補
助
事
業
を
視
野
に
中

長
期
施
策
で
進
め
て
い
る
。
一
方
、
短
期

施
策
と
し
て
防
護
柵
、
標
識
、
区
画
線
の

設
置
な
ど
、
優
先
順
位
を
付
け
て
実
施
し

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　  

（
市
当
局
）

　

質
問
　
市
内
の
主
要
道
路
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

（
通
称
）
化
に
つ
い
て

　

答
弁
　
通
称
名
の
代
表
的
な
道
路
と
し
て
、

市
庁
舎
の
南
側
の
「
き
ら
ら
通
り
」
が
あ

り
、
市
民
か
ら
愛
称
を
募
集
し
命
名
。
こ

の
ほ
か
「
サ
ン
ロ
ー
ド
」「
は
な
み
ず
き

街
道
」
と
い
っ
た
名
称
が
付
け
ら
れ
て
お

り
、
地
域
の
方
々
に
親
し
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
。
こ
れ
以
上
、
新
た
な
通
称
名
を

付
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
よ
く

利
用
さ
れ
る
道
路
な
ど
は
、
市
民
に
分
か

り
や
す
く
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
く
必
要

か
ら
、
新
た
な
名
称
を
付
け
る
こ
と
に
つ

い
て
研
究
す
る
。

（
市
当
局
）

河
島
信
行
議
員
（
無
　
会
　
派
）

河
合
中
と
旭
丘
中
の
校
舎
長
寿
命
化

今
後
、
旭
丘
中
、
河
合
中
学
校
の
順
で
実
施
す
る

答
弁
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QRコード

QRコード

QRコード
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河合中学校（50年が経過した）
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各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

　

質
問
　
対
象
が
未
就
学
児
で
は
少
な
い
。

市
で
高
校
生
ま
で
拡
大
し
な
い
か
。

　

答
弁
　
全
国
市
長
会
で
対
象
範
囲
の
拡
大

を
要
望
し
て
い
る
。
　
　
　
　  

（
市
長
）

小
野
物
産
館「
オ
ー
ス
ト
」を
拡
充

し
伝
統
的
工
芸
品
の
振
興
を

　

質
問
　
市
の
伝
統
産
業
会
館
は
、
市
役
所

が
移
転
し
て
場
所
が
悪
い
。
ひ
ま
わ
り
の

丘
公
園
の
オ
ー
ス
ト
を
拡
充
し
、
展
示
・

販
売
の
他
、
実
演
や
体
験
等
を
し
て
は
ど

う
か
。

　

答
弁
　
伝
産
会
館
周
辺
は
店
舗
が
出
来
て

新
た
な
人
流
が
生
ま
れ
る
。
伝
統
的
工
芸
品

の
振
興
は
、
後
継
者
の
育
成
と
経
営
面
か
ら

の
振
興
策
が
重
要
で
あ
る
。　　　（
市
当
局
）

学
校
に
お
け
る
朝
の
読
書
活
動
に

つ
い
て

　

質
問
　「
朝
の
読
書
運
動
」
が
あ
る
。
今
の

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
面
白
い
刺
激

的
な
ゲ
ー
ム
が
溢
れ
、
ス
マ
ホ
で
簡
単
に

知
識
や
情
報
が
得
ら
れ
る
。
本
を
読
ん
で

学
び
、
考
え
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
大
切
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答
弁
　
朝
の
読
書
運
動
は
、
す
べ
て
の

小
・
中
学
校
で
各
学
校
の
実
態
に
応
じ
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

本
に
親
し
む
機
会
が
減
少
す
る
傾
向
も
顕

著
で
あ
り
、
一
層
読
書
を
す
す
め
た
い
。

（
市
当
局
）

新
産
業
団
地
内
道
路
用
地
の
取
得

に
つ
い
て

　

質
問
　
ひ
ょ
う
ご
小
野
産
業
団
地
内
の
道

路
用
地
を
県
か
ら
買
収
す
る
が
１
㎡
当
り

１
万
３
，
４
０
０
円
と
い
う
の
は
高
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

答
弁
　
本
来
、
市
が
行
う
道
路
造
成
工
事

を
県
が
一
括
し
て
行
い
、
そ
の
工
事
費
が

加
味
さ
れ
た
鑑
定
評
価
額
で
適
切
な
価
額

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　  

　
（
市
当
局
）

藤
原
　
章
議
員
（
日
本
共
産
党
）

子
ど
も
の
国
保
税
均
等
割
の
免
除
を

国
が
未
就
学
児
の
均
等
割
を
５
割
軽
減
す
る

答
弁

QRコード

　12月定例会の提出議案審査について、予算決算、総務文教、民生地域の各常任委員会を開催し、当局か
ら細部にわたる説明を受け、慎重に審査しました。

常任委員会審査報告常任委員会審査報告

≪予算決算常任委員会≫

≪総務文教常任委員会≫
12月21日開催
付託議案数：1件（議案第57号）
審 査 結 果：反対討論はなく、全会一致で可

決すべきものと決定。

≪民生地域常任委員会≫
12月21日開催
付託議案数：2件（議案第56号・58号）
審 査 結 果：反対討論はなく、全会一致で可

決すべきものと決定。

　一般質問のある日の休憩中に、傍聴に来られた方が議会での一般質問やその答弁内容等につ
いて質問することができる懇話会を実施しています。
　傍聴に来られた方のみが体験できる時間ですので、ご覧になりたい方、参加したい方は是非
とも議場にお越しください。

懇話会での意見

●子宮頸がんワクチンを含めたワクチン定期接種について

●ヤングケアラーについて

●防犯について

●自治会におけるコロナへの対応について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

議会と市民との懇話会議会と市民との懇話会

11月29日・12月15日・21日開催
付託議案数：3件（議案第55号・61号・62号）
審 査 結 果：反対討論はなく、全会一致で可決すべき

ものと決定。
●主な審査内容
議案第62号について
・子育て世帯臨時特別給付金について、所得制限を撤廃し年末に10万円を現金一括給付で行う対応
は、小野市の子育て支援に対する理念、「地域の実情に応じて当たり前のことを当たり前にやる」を
具現化したものであると確認した。

令和3年度小野市研究発表会

トライやる・ウィークの中学生が議場を見学

議会の傍聴を兼ねて
皆さんも議場へお越しください

　10月13日に開催された令和3年度小野市研究
発表会に参加しました。「2040年の未来予想図」
と題して、小野市の未来について発表しました。

　11月にトライやる・ウィークの中学生が議場
を見学に来てくれました。議員が議場を案内し、
議会などについてわかりやすく説明しました。
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会
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総務文教常任委員会調査報告総務文教常任委員会調査報告
令和3年11月8日㈪

Ｌｉｖｅ１１９について

コロナ禍における救急活動について

民生地域常任委員会調査報告民生地域常任委員会調査報告
令和3年11月12日㈮

Ｌｉｖｅ１１９について、議員が疑似通報者となり実際に撮影した映像を伝送するなど、操作方法等に
ついて確認した。多くの市民がこのシステムを活用することがより効果的な消防・救急活動につながる
ため、制度の周知や機器の操作方法等の理解について啓発を図る必要があると考える。
また、コロナ禍の救急活動については、陰圧式搬送装置「アイソレーター」を導入したことで、ウイ

ルスを外部へ拡散することなく安全な状態で傷病者を搬送でき、同乗者や隊員の心的ストレスの緩和に
繋がっていることなどを確認した。引き続き、油断することなく適切な装備で安全な活動を維持してい
ただきたいと考える。

【概要】
・通報者が現場の状況を撮影し、リアルタイムに伝送する新しいシステム
　⇒音声通報の見える化

現状と課題

認定こども園制度の概要及び市内保育施設の動向について(市民福祉部)

都市部では重要な待機児童対策として位置づけられている認定こども園制度だが、社会福祉法人の経
営上の観点からも捉える必要があり、一般的にこども園化した方が経営的には有利になると考えられる。
少子化が進んではいるものの女性の就業率は年々上昇しており、３歳未満児の保育所利用は今後しばら

く増えることが想定されることから、小野市においても３歳未満児の保育について強化する必要がある。
多くの保育所では園舎が築40年を超え、建て替えや認定こども園化など大きな決断を迫られている。
今後も引き続き、子育て支援サービスを提供する重要な施設として各保育所の動向について注視して

いくとともに、安全で安心した保育・教育のできる環境を整えるための活動が必要だと感じた。

1. 保育所・幼稚園・認定こども園の概要
　●保育所：家庭保育ができない保護者に代わり０～５歳児を保育する施設
　●幼稚園：小学校以降の教育基礎を作るため３～５歳児を教育する学校
　●認定こども園：３～５歳児の幼児教育と０～５歳児の保育を一体的に行う施設
　　・粟生、市場、北辰、現在整備中の白百合と今後整備する中央、亀鶴は幼保連携型

2. 幼保連携型認定こども園へ移行するメリット、デメリット
　【メリット】
・１号認定児の給付単価が高く、園の収入が増大する
・１号認定枠は保護者の就労等に関わらず入所を申
　し込める
・１号認定枠は施設の裁量により地元の子どもを優
　先して入所させることができる
・２号認定児は、入所中に保護者が退職しても1号
　認定児として継続して通園できる

3. ０から５歳児人口の推移　　　　　　　　4. 就学前保育施設の入所児童数

5. 令和３年度の就学前教育・保育施設入所児童の動向
　・社会変化に対応し、地域特性を生かした保育体制の再構築が必要
　・４、５歳児は今後空きが出てくると予測
　・３号認定の保育体制の強化が必要。園舎整備時に定員を調整
　・ほとんどの保育施設で定員を上回っている

【デメリット】
・教育標準時間が加わるため時間管理やクラス
　運営が複雑になる
・保育教諭等、新たな職員の確保が必要となる
・保育料の徴収を認定こども園が実施する
・厚生労働省と文部科学省の二重管理下に置か
　れ、事務負担が増える

【市民のメリット】
・言葉では伝えきれない内容を映像で伝えられる
・口頭指導の内容を映像で確認できる
・自分のいる場所が正確に伝えられる

【消防側のメリット】
・災害現場の状況が確認できる
・出動可否の判断、必要台数の判断ができる
・位置情報の正確な確認ができる

【課題】
・ガラケーなど、対応できない機種を持たれている場合がある
・ショートメッセージを受信した以降の操作ができない
・撮影協力の承諾が得られない

【今後の展望】
北播磨総合医療センター及び防災グループ等
と連携し、映像情報等を共有できる小野市独
自のネットワーク構築を目指す

消防本部で実際に体験!

実際に撮影、伝送した映像

アイソレーター

●令和２年度から陰圧式搬送装置「アイソレーター」の導入
　陰圧式搬送装置「アイソレーター」
　内部の気圧を常に外部より低くして空気を逃がさないようにし、フ
ィルターを通して空気をきれいにしてから排出する密閉式カプセル
装置

　⇒ウイルスや病原菌の拡散を防いだ状態で傷病者を搬送できる
●全事案において救急隊員はＮ95マスクを着用
　N９５マスク　ウイルスを含んだ飛沫を防ぐことができる高機能マスク
　⇒コロナ事案か否かの判断を不要にし、出動までの時間短縮ができる
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あ
と
が
き

　

今
回
は
記
念
す
べ
き
２
０
０

号
、
平
成
14
年
２
月
発
行
の

１
０
０
号
か
ら
20
年
の
歳
月
が

流
れ
、
議
員
定
数
を
は
じ
め
、

議
員
16
名
中
女
性
が
7
名
と
、

県
内
市
議
会
の
中
で
女
性
比
率

が
最
も
高
く
な
る
な
ど
、
大
き

く
移
り
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
14
年
当
時
に
は

想
像
も
し
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
っ
て
経
済
は
疲
弊
し
、
社
会

情
勢
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
、
私
た
ち
議
員
の
役
割
も
非

常
に
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
当
局
と
と
も

に
市
民
の
皆
様
の
安
心
安
全
な

生
活
と
、
地
域
経
済
を
守
る
た

め
、
議
員
一
同
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
市
議
会
報
編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
喜
始
真
吾
）

「手話通訳」・「要約筆記」を利用できます

≪お申し込み先≫　議会事務局　ＴＥＬ．63－1006（直通）　ＦＡＸ．63－4108
Ｅ-mail:gikai@city.ono.hyogo.jp　（市議会だよりへのご意見もこちらまで）

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、傍聴をお断りする場合がありますのでご了承ください。

YouTubeで議会中継YouTubeで議会中継
傍聴に行けなくても

アプリをダ
ウンロード
するとスマ
ホに広報誌
が届きます!

議会傍聴者数 12月定例会30名
（令和3年度累計73名）

議会を傍聴しませんか

☆3月定例会日程☆

3月25日（金）　午後１時３０分～
  本会議（第４日）　議案の採決など

3月16日（水）　午前１０時～
  本会議（第３日）　一般質問実施

3月15日（火）　午前１０時～
  本会議（第２日）　一般質問実施

2月25日（金）　午前１０時～
  本会議（第１日）　議案説明

★一般質問では、市長から提出された議案や、市政全般
について議員が質問し、市長や部長等が答弁します。

★3月定例会で一般質問する項目・内容については、3月
中旬に市議会ホームページに掲載します。

　小野市議会では、本会議を一般公開しています。当
日受付で、住所・氏名を記入するだけで、どなたでも
議会の傍聴ができます。
　市役所6階　議会事務局までお越しください。

　本会議を傍聴される際に「手話通訳」・
「要約筆記」を利用することができます。
　希望日の8日前までに議会事務局に
お申し込みください。
（費用負担はありません）

「託児コーナー」を開設
　一般質問が行われる3月15日（火）、16日（水）は、
「託児コーナー」を開設します。
傍聴の際には、1歳から就学前
のお子さまをお預かりします。
3月7日（月）までに議会事務局
にお申し込みください。
（費用負担はありません）

議会と市民との懇話会
　議員の質問が終わるごとに、質問や答弁内容に
ついて傍聴席からご意見をいただく機会を設けま
す。展開される議論にご注目ください。一般質問
は3月15日（火）、16日（水）に行われます。

傍
聴
席
か
ら
見
た
議
場

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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